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理科 総評 1  

発行者 総 評 備考 

２ 東京書籍 

 

(1) 理科の目標を達成するために、「探究をレベルアッ

プ」を設定し、問題解決の力を重点的に育成すること

ができるようにするとともに、章ごとに「Before & 

After」で学習前後の自分の考えを記録することで、変

容を知る機会をつくるなど、生徒が見通しをもって学

習に取り組み、振り返りができるような構成・配列等

の工夫が見られる。   

(2) 未知への状況にも対応できる「思考力・判断力・表

現力等」を育成するために、「各節の課題に対する結

論を表現しよう」では、生徒が自分自身の言葉で結論

をまとめる場面を設定するとともに、それに対応した

結論の例を章末に示し、確認できるなどの工夫が見ら

れる。  

(3) 学習効果や使用上の利便性を高めるために、大きさ

をＡ４スリム判にし、観察、実験の手順を大きく縦に

ならべることで、手順や操作上の注意事項を明確で分

かりやすくするなど、生徒が安全に観察、実験を実施

できる工夫が見られる。 

(4) 科学的に探究する力を身に付けるために、巻頭のイ

ラストで探究の流れを分かりやすく説明し、各節で

は「仮説」で観察、実験に見通しをもたせ、分析解

釈「考察のポイント」でヒントを出すなど、探究的

な展開を踏んでいる。また、各節の結論を自分の言

葉でまとめさせ、思考力や表現力を育む工夫が見ら

れる。  

２年 P51 

 

２年 P73 

２年 P79 

 

 

 

２年 P190～ 

   P195 

 

 

 

 

２年 P275 

 

 

 

 

２年 P③ 

 

２年 P64 

２年 P65 

 

２年 P67 

 

４ 大日本図 

書 

(1) 理科の目標を達成するために、単元の導入では「こ

れまでに学習したこと」「これから学習すること」を

設定し、学習の系統性や学習の流れを分かりやすく提

示するとともに、単元末では「探究活動」で、その単

元で学習したことを活用して探究的に課題を解決する

ことを通して、問題解決の力を育成することができる

ような構成・配列等の工夫が見られる。  

(2) 未知への状況にも対応できる「思考力・判断力・表

現力等」を育成するために、探究の各過程をマークで

示し、各学年で重視する過程は強調するとともに、考

察の段階では、考える視点を提示した「結果から考え

よう」を設けるなど、考察する力を高める工夫が見ら

れる。 

(3) 学習効果や使用上の利便性を高めるために、単元の

導入で、興味・関心を高められるような大きな写真を

提示したり、学習問題につながる疑問や気付きなどが

もてるように、生徒キャラクターが考えるヒントを提

示したりするなどの工夫が見られる。 

(4) 科学的に探究する力を身に付けるために、各学年で

主に重視する項目を統一したマークで強調するととも

に、観察、実験の目的と着目点を明確化させ、３年

間の学習を通して生徒の探究する力が身に付くように

２年 P9 

 

２年 P72 

 

 

 

 

２年 P202～ 

   P203 

 

 

 

 

２年 P231 

２年 P247 

 

 

 

２年 P148 

 

２年 P195 
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している。また、単元末の「探究活動」では、単元を

通して習得した見方・考え方を活用する工夫が見られ

る。 

２年 P72 

 

11  学校図書 

 

(1) 理科の目標を達成するために、単元の導入では

「Can-Do List」を設定し、生徒自身がこの章で身に付

けなければならない力や内容を意識できるようにする

とともに、章末では「何ができるようになったか」を

設定し、導入場面の自分と比較させ、どのような力が

身に付いたかを生徒自身で振り返ることができるよう

な構成・配列等の工夫が見られる。  

(2) 未知への状況にも対応できる「思考力・判断力・表

現力等」を育成するために、探究の過程を重視した学

習過程について複数のページを使って説明するととも

に、観察、実験の明確な結果例や考察の視点を例示す

るなど、生徒自身が結果を分析・解釈するための工夫

が見られる。 

(3) 学習効果や使用上の利便性を高めるために、どの章

においても観察、実験を探究活動として扱い、生徒の

自発的な疑問からスタートする学習活動を繰り返し行

うことで、科学的に探究する力を身に付けさせるなど

の工夫が見られる。 

(4) 科学的に探究する力を身に付けるために、各学年の

最初にある「理科のトリセツ」で詳細に探究の進め方

等を説明した上で、すべての観察、実験を探究的な流

れで構成している。また、観察、実験が「課題のペー

ジ」「方法のページ」「結果のページ」として複数の

ページで構成され、探究の過程を生徒が意識する工夫

が見られる。  

２年 P16 

２年 P41 

 

 

 

 

 

２年 P49～ 

      P52 

 

 

 

 

２年 P81 

P89.P95 

 

 

 

２年 P6.P7 

 

２年 P17.P18 

P19.P20 

 

 

17 教育出版 

(1) 理科の目標を達成するために、単元の導入では「学

んでいくこと」で、学習の流れを意識できるようにし、

問題解決の場面では「思い出そう」で、学習の系統を

意識しながら、既習内容を生かした学習ができるよう

にするとともに、単元末では「疑問から探究してみよ

う」で、問題解決の力を重点的に育成できるような構

成・配列等の工夫が見られる。  

(2) 未知への状況にも対応できる「思考力・判断力・表

現力等」を育成するために、観察、実験の前後で、「考

えよう」「話し合おう」「活用しよう」を設定すると

ともに、キャラクターの意見を参考にしながら自分の

考えをまとめたり、話し合ったりする場面を設定する

などの工夫が見られる。 

(3) 学習効果や使用上の利便性を高めるために、「課題」

の枠内を赤色で塗りつぶして強調することにより、学

習の目的を明確にし、対応する「結論」も同じ枠で囲

むことにより、生徒が何を学習したのか確認しやすく

するなどの工夫が見られる。 

(4) 科 学 的 に 探 究 す る 力 を 身 に 付 け る た め に 、

巻頭の「探究の進め方」を折り込みにし、本文ペー

２年 P7 

 

２年 P11 

２年 P68 

 

 

 

２年 P98 

２年 P173 

 

 

 

 

２年 P182 

 

２年 P184 

 

 

２年 P⑤.P⑥ 

P⑦.P2 
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ジを開いた状態で、探究の流れを意識できるように

している。また、厳選した探究活動では、色帯で強

調させ、探究の過程のマークを統一して系統性を図り

ながら、探究の流れを複数のページで丁寧に表現する

工夫が見られる。  

２年 P69.P70. 

P71.P72.P73 

２年 P65.P66 

 

61  新興出版

社啓林館 

(1) 理科の目標を達成するために、単元の導入では「学

ぶ前にトライ！」で身のまわりの疑問について考えさ

せることで、生徒に単元の見通しをもたせるとともに、

課題の把握から解決までの探究の流れの各段階が、１

つの流れとして図や写真とともに視覚的に分かるよう

に示されており、生徒が探究を意識して取り組めるよ

うな構成・配列等の工夫が見られる。 

(2) 未知への状況にも対応できる「思考力・判断力・表

現力等」を育成するために、各単元に「探Ｑ実験・実

習」を設けるとともに、対応する巻末冊子の「探Ｑシ

ート」を活用することで、主体的・対話的に観察、実

験の計画を立てたり、結果を整理し、分析・解釈した

りできるようにするなどの工夫が見られる。 

(3) 学習効果や使用上の利便性を高めるために、単元扉

や章扉に大きな写真や図を配置したり、動画につなが

るＱＲコードを掲載したりして、生徒の学習内容への

興味・関心や理解を高め、新たな気付きや疑問などを

もちやすくするなどの工夫が見られる。 

(4) 科学的に探究する力を身に付けるために、探究の流

れが見やすく整理された「探Ｑ実験・実習」を掲載し、

単元末に実験とリンクした自分の考えを自由に書き込

める「探Ｑシート」を設定している。また、「みんな

で探Ｑクラブ」では、身に付けた探究の力を活用で

きる題材を設け、生徒が主体的に探究できる工夫が

見られる。 

２年 P3 

 

２年 P21 

 

 

 

 

２年 P119 

 

巻末別冊  

 

 

 

２年 P141 

P142 

 

 

 

２年 P120 

P121 

 

巻末別冊  

２年 P66.P67 

 

 

 

 


